
 

 

 

 

       『春になったら！』 ＴＶドラマのタイトル 
みたいです―吉林省での植林事業は終了し

ていますが、私の習性は未だに春になると植林訪中を懐か

しく思い起こしてしまう。植林作業や学校訪問、朝市探訪、
どれをとっても皆、生々しく、色あせずに蘇ってきます。野
菜中心の料理の数々も何を食べても美味しくいくらでも食
べられた。学校での子供たちのひたむきな学習風景も懐か
しく、伝統工芸の紙切りに励む様子などはその際たるもの
でした。２０１７年の記念式典後は訪中することもなく、コ
ロナ騒ぎやビザ問題などでなお遠い国になってしまってい
る状況ですが、そろそろ街も、川も、ポプラなどの樹々にも、
でも何といっても温かな人々に会いたいと思う、この頃で
す。(本郷祐子) 
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創刊２５０号に寄せて   理事長 水戸雄二 

 富谷市に当協会が誕生したのは１９９６年５月でした。
その後、会の活動や日中関係の諸情報の共有を目的に２０
０４年１１月に試案として「ＦＡＸ月報」、翌月には元会員
の佐藤さんがＰＣメール時代を考慮し「ＴＮＣ通信」として
第１号㊧を発刊し、増刊号を含め、会員の皆様に支えられ、
今日に至りました。あらためて心より御礼申し上げます。内
容的には“面白中国語”や“中国での思い出”等が好評だっ

たように思います。これからも読者の皆様の意見そして投
稿で紙面を充実させて、まずは３００号を目指してまいり
たいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

富谷市日中友好協会の第２９回定期総会が下記の通り開催されます。前年度の活動及び決算

報告と新年度の活動案と予算案、人事案の審議を行います。ご出席よろしくお願い致します。 

【日時】６月２３日（日）午後２時開会、終了後に懇親会(会費 500円) 

【会場】町下会館（富谷市富谷西沢 85-1）会場は昨年と違います。 

【会費納入のお願い】 

当日は年会費の納入を受け付けます(後日の振込も可です)。会費は 

３０００円。但し中国語講座の会員は２０００円。なお、全国・県協 

会に加入の方は、別途６０００円の納入となります。全国協会機関紙 

『日本と中国』が毎月郵送されます。皆様の会費が活動の財源になり 

ますのでご協力よろしくお願い致します。 写真は桃花(富谷市内で) 

必見！「大シルクロード展」がオープン‼ 
＝６月９日まで、東北歴史博物館で＝ 

 ４月８日、東北歴史博物館で開幕式が盛大に行われ、村井
宮城県知事、崔新潟総領事等の来賓が挨拶、テープカットが

行われ、県協会も多数の招待を受け観賞しました。 

 

展示は国家１級文物４５点を
含む約２００点。東北以北では
初めての公開であり、多くの会

員・友人の皆さんに、そして世
界平和を担う高中大生に見て
ほしい、と思いました。 

 


